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問題32 境界層から境膜へ
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表面からの距離y

境界層の分布　　　　　　

€ 

ψ
c

=1−
3

2
η
c

+
1

2
η
c

3

€ 

ψ
c

=
C −C

0

C
s
−C

0

€ 

ηc =
y

δc

€ 

V

バルク

€ 

δ
v
(x)

€ 

V

€ 

x€ 

vy

€ 

v
x

半無限平板

€ 

δ
c
(x)

速度境界層

€ 

x = 0

成分Ａ€ 

C
0

€ 

C
0

€ 

C
S

€ 

x = L

€ 

L

濃度境界層

€ 

δ
c
(x)

€ 

η
c
= 0

€ 

η
c
=1

€ 

ψ
c

=1 € 

ψ
c

= 0 

境界層内の分布
を合成変数ηの
関数で表現し，
その解を得た。　　　　

（　　　　）からさらにわかりやすい（　　　　）を導入する。
その際に絶対に満足するべき条件は

境界層内の分布

境膜内の分布

固体（　　　　　）における（　　　　　　　　　）が一致する
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ここで，（　　　　）内物質移動速度定数　　　を定義する。 流束(フラックス) ＝速度定数×濃度差

そこで，（　　　　）内の分布を用いた物質流束を表記すると
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最後に，撹拌流体で物質移動がどの程度促進されるのか，すなわち
　　　　　（撹拌流体中での物質移動速度）／（静止流体中での物質移動速度）
をシャーウッド数として導入する
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ⓑ, ⓒ, ⓓ を使って式を整理する となってプリント㋑式と一致しない。

近似

ⓓ

ⓐの近似を見直す。
と近似して, ⓑを書き直す
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半無限平板からの物質移動はxの関数となっている。先端から距離Lまでの平均値を求めて整理する。
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境膜内は定常状態を仮
定しているので，分布
は直線分布となる
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を代入して


